
リモートで実施した始業式では、次のようなことを話しました。

２０２２年の干支は「壬寅」になります。「干支」は「十干十二

支（じっかんじゅうにし）」を略したものになるので、十干（甲・乙・丙・丁・戊・己・庚・辛・壬・
じっかん

癸）では９番目の「壬」、十二支（子・丑・寅・卯・辰・巳・午・未・申・酉・戌・亥）では３番目の

「寅」になります。これを組み合わせて「壬寅（みずのえとら）」となります。「壬」には「生まれる」、

「寅」には「延ばす、成長する」という意味があるので、「壬寅」は「新しい生命が生まれ、大きく成

長していく」という意味になるのかと思います。式では、子どもたちには、「壬寅」には「厳しい冬の

寒さを乗り越え、草木の芽が出てきてやがて大きく成長する」という意味があることを話し、新しい年

に自分の力をたくさん伸ばして欲しいと伝えました。３年目に入ろうとするコロナ渦を厳しい冬に例え

ると、草木が芽吹き緑の葉をつけ花を咲かせることは、今年がコロナ終息と世の中が新しい成長に向かっ

ていくことになります。そのような年になることを願いたいと思います。

また、朝の登校時、門のところで「おはようございます」のあいさつをしていると、「おはようござ

います」の声があったり、顔をこちらに向け会釈をしたりと、あいさつが増えてきました。あいさつを

意識して、自分の行動につながっているように思います。今後も、笑顔のあいさつから、お互いに幸せ

な気持ちや爽やかな気持ちがつながるようになることを目指して、相手の顔を見て会釈をしたり、声を

出してあいさつのできる、さつきが丘小学校にしていきたいと思います。

また、３学期は「まとめの学期」になります。１年間をふりかえると、学校生活、家庭生活、そして

学習のことで、これまでは苦手だったことやできなかったことが少しでもできるようになった、これま

で気づかなかった自分の良いところに気づいた、努力したことによりわからないことがわかるようになっ

たなど、ひとりひとりに違ったまとめがあります。この３学期は、これまでをふりかえってまとめをす

ることで、このようなことに気づいて欲しいと思います。６年生は小学校最後の学期となります。そし

て、新しい中学校生活へとつながる学期でもあります。６年生のまとめ・小学校のまとめをして、新し

い中学校生活をスタートして欲しいと思います。
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３学期が始まりました～壬寅～

１２月２４日 篤行善行児童表彰

東部台地区並びに北犬飼地区青少年育成会議から依頼

され、篤行善行児童の表彰式を２学期の終業式後にリモー

トで行いました。

本来であれば北犬飼地区は１０月１７日に、東部台地

区は１１月２７日にそれぞれの会場で表彰式を行う予定

でしたが、中止となり、学校で表彰を行いました。

東部地区では４名、北犬飼地区では２名の児童が表彰

を受けました。

表彰された児童の皆さん、おめでとうございました。

２学期終業式・３学期始業式

式の会場（会議室）から、ﾏｲｸﾛｿﾌﾄのTeams
を使って、リモート配信で行いました。

Teemsアプリで

の開催を初めて行

いました。始業式

では、デジタルビ

デオカメラでの撮

影を配信しました。

音声の状態や端

末操作の工夫等、

まだ課題があり

ますので、リモー

ト授業で利用を

想定して改善を

図ってきたいと

思います。
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□おもな予定になります。感染状況等により変更になることもあります。

4日(金) 体育館施設利用者会議 18日(金) アルミ缶回収

8日(火) KLVお話し会(6年生) ６年生ｷｬﾘｱ教育講演会

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗー 来校日 22日(火) 学校保健委員会

9日(水) 授業公開デー 24日(木) ６年生を送る会

17日(木) 安全安心対策委員会 PTA本部役員会

PTA本部役員会 PTA運営役員会

～お知らせ～

2月22日(火）に学校保健委員会を開催いたし

ます。より多くの方が参加できるよう校内で開

催した内容を後日オンラインで配信する予定で

す。保護者の皆様にはオンラインでのご参加を

いただけると幸いです。詳細につきましては、

後日配付する文書をご覧ください。

インターネット利用の実情から②

１ 前回の内容から

メディア（ﾎｰﾑﾍﾟ ｼーﾞ、ﾒ ﾙー、SNS、動画配信等）

には、次の３つの要素がある。

メディアの利用では、上の①②③のそれぞれ

をバランス良く使うことが大切になる。

２ 「バランス良く使う」とは

メディアを使うことで「幸せを感じる」・

「興味や関心、好奇心が高まる」・「自分が大

切にされていると感じる」ことがある反面、

「ストレスを抱える」・「イライラしてしまう」・

「不安や心配を抱える」こともあります。

こうしたことのないように、メディアをバラ

ンス良く使って、健康でいることが何よりも大

切です。下にある５つのことを考え、判断する

ことを繰り返していくことにより、メディアを

バランス良く使う力を養うことが大切です。

メディア利用には依存症やいじめ、事故や事

件に巻き込まれる心配など、その危険性も理解

することはもちろんですが、今後は、学校や家

邸においても、「自分や他人を幸せにするよう

な使い方ができる力」を発達段階に応じて少し

ずつ養うことが必要になってきています。

学校のICT化は昨年始まったばかりですが、社

会ではすでに高速で便利に使える通信環境が整

い、スマートフォンをはじめとするデジタル機

器の進歩、新しいアプリの開発や既存のアプリ

改良が日々進んでいます。今後益々進む中で自

分や周りの人の心身の健康につながるよう、メ

ディアをバランス良く使っていくことが必要に

なってきています。

次号（２月）に続きます。

2月中旬に改修工事が終わり、それ以降、学

校での使用が可能となります。

使用が可能になり次第、用具や物品等の搬入を

行う予定です。また、フロアの床も新しくなりま

したので、使用する椅子の足には保護材を取り付

ける予定です。

また、卒業式につきましては、体育館で実施す

るよう準備を進めています。

左の写真は、椅子

の数を確認した際に

撮影した館内の様子

です。

※フロアの床は明る

い色になりました。

カーテンも新調さ

れています。

※出入口のドアには

明かり取りの窓も

あります。

※照明はLEDになって

います。周りの壁

も明るい色の木で

作られています。

※一番下は１２月末

の様子です。

１月20日現在、足

場が撤去され、外

観がはっきり見え

るようになりまし

た。

写真にはありませんが、玄関にはスロープや外

の照明も設けられています。

体育館改修工事が終了します
工事関係者の皆様ありがとうございました。

①繰り返し使いたくなる
依存的なデザインの使用して作られている。

②「いいね」などの反応が欲しくなる
自分の投稿への反応があると、脳は一時的に喜びを

感じる
③生活に役立つ

機器やアプリは、人の生活にとって良いこと、役立

つ機能や特徴がある

①どのメディアをつかったら一番良いのだろう。
②どのくらいの時間を使ったら良いのだろう。
③使ったことにより自分の気持ちがどう変わったか
をふりかえる。。

④バランスの良い使い方は、人それぞれ違うから、
自分にとってのバランスの良い使い方を考える。

⑤時としてメディアを使わないことも一つの選択で
あることを忘れない。


